
天神祭・水都大阪プロジェクト2013 

2013 7.25 
 （木） 

ふな と ぎょ かん らん 

トラベルアイドル（通称：トラドル）を迎え、祭りの夜に華を添えます。 

落語家 桂 壱之輔さんと講談師 旭堂 小二三さんの解説が、祭りを盛り上げます。 



【申し込み方法】 

・「夏や！天神祭や！みんなで行こう！船渡御観覧in八軒家浜」専用受付ホームページ 

 （https://v3.apollon.nta.co.jp/tenjin/)からお申込み下さい。 

・ＦＡＸでのお申込みも承ります。この書面上部の申込み欄に必要事項をご記入の上、ＦＡＸ送信 
 して下さい。受付後営業日3日以内に請求書兼予約確認書が送信されます。 
・入場チケットは、7月18日（木）頃、インターネット申込→登録のメールアドレスへメール送信、 

 ＦＡＸ申込み→登録のご住所へ発送されます。当日、必ずご持参の上、受付にてお渡しください。 

・最新情報は、受付ホームページにて適時公開されますので、是非ご確認下さい。 
【ご注意】 
・16歳未満の方は保護者の同伴が必要です。 
・当日のチケット販売は、事前販売数に空きがあった場合のみ設定されます。事前のご予約を 
 お勧めいたします。 
・当日は、天満橋駅周辺および受付付近は大変な混雑が予想されます。ご自身の安全管理に 
 十分にご注意いただくとともに、受付付近では係員の誘導に従って下さい。 
【取消料金】 
 取消料金の規定は下記のとおりです。 

 
 
 
 
 
 
※大雨や自然災害などで、天神祭・船渡御観覧そのものが中止になった場合は、 
 上記取消料にかかわらず全額払い戻しさせていただきます。 
【個人情報利用目的】 
・ご提供いただいた個人情報は、お客様との連絡のためにのみ利用させていただきます。 

7月17日（水）まで 無料
7月18日（木）～23（火） チケット代金の30％
7月24日（水） チケット代金の50％
7月25日（木）当日 チケット代金の100％

取消料取消日
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才
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※申込締切日　：平成２５年７月１７日（水 ）
※お支払いについて
　　お申込日から３日以内（土日休日除く）に
　　下記口座までお振込ください。
　　振込手数料はご参加者負担で願います。
　　　みずほコーポレート銀行　十五号支店
　　　普通　3102494　カブ）ニホンリョコウ
　　なお、ｗｅｂ申込の場合はクレジットカード
　　決済も可能です。

夏や！天神祭や！みんなで行こう！船渡御観覧 i n 八軒家浜 参加申込書 

FAX：０６－６３４２－０２３２ 夏や！天神祭や！みんなで行こう！船渡御観覧 in 八軒家浜 係 行き 

(TEL：０６－６３４２－０２３０) 

  
 〒530-0001 大阪市北区梅田1-11-4 大阪駅前第4ビル5Ｆ 

          TEL 06-6342-0230  FAX 06-6342-0232  

 担当 夏や！天神祭や！みんなで行こう！船渡御観覧 i n 八軒家浜係  

     吉田・日野・松本・中谷・池田・青野    e-mail tenjin2013@nta.co.jp  

 営業時間 平日9：45～17：45（土日祝休業） 

■主催 ：大阪府 
■共催/企画・運営 ：株式会社日本旅行西日本ＭＩＣＥ（ﾏｲｽ）営業部 

■当日の予定 

※交通規制などの事情により変更する場合がございます。 

17：30 受付開始・開場 

18：00 船渡御観覧スタート 

     ※メインシート前にて、天神祭船渡御の解説付 

20：30 終了 

落語家 桂 壱之輔さんと 
講談師 旭堂小二三さんが 

解説します 

  

 

天神祭は、大阪天満宮の鎮座2年後の951年に斎行された鉾流（ほこながし）神事を起源と

する、日本屈指の夏の祭礼です（日本三大祭：天神祭・祇園祭・神田祭）。鉾流神事では、社
頭の浜から大川に神鉾を流し、その漂着地に御旅所を設けます。その御旅所に御神霊が渡
御されるのを奉祝するのが天神祭です。御神霊は徒歩で氏地を巡ったあと（陸渡御という）、
船で御旅所に向かいますが、これを船渡御といいます。  

 

100艘の船が大川を航行する船渡御は、天神祭のクライマックスです。天神橋からは、御神
霊をのせた4艘の「奉安船」と、そのお供をする「供奉船」の船団が遡航し、飛翔橋からは、そ

れをお迎えする「奉拝船」の船団が下航します。また、船列にとらわれずに自由に航行する
「列外船」や、停泊したままの「舞台船」などが大川を彩ります。 

 

 川面を船が行き交う際に、盛んに行われるのが“手締め”（大阪締め）です。「打ちまーしょ、

パン、パン」「もひとつせ、パン、パン」「祝（い）おうて三度、パパンがパン」という掛け声で行
われます。 

平安時代末期、皇族や公家の間で熊野詣が流行した際、京都から船で淀川を下ってから、
この八軒家浜（当時は渡辺の津と呼ばれた）を陸路の出発点としていました。世界遺産であ
る熊野古道の陸の起点は、この八軒家浜といえます。八軒家の名は、江戸時代に、この辺り
に八軒の船宿や飛脚屋があったことに由来すると言われており、十返舎一九の「東海道中
膝栗毛」の中では、弥次さん喜多さんが大阪に上陸した地点として「八軒家」の名前が記さ
れています。 

天神祭、船渡御の起源 

船の種類 

大阪締め 

●八軒家浜について 

●天神祭について 

 18：30 「祭コン」イベントスタート 
  ※Xing Garden（クロッシング・ガーデン）にて 
      卓盛りビュッフェ＋飲み放題 

ラジオ大阪「のりのりトラベラー」に出演中の 
「トラドル」がイベントを盛り上げます 

●落語家・講談師プロフィール 

旭堂 小二三 
（きょくどう こふみ） 

●2001年7月旭堂小南陵 
（現四代目/旭堂南陵）に 
入門 
ＯＬ・俳優を経て講談師に 
●古典・新作はもちろん、 
各種メディア・講演・司会・ 
舞台・大道芸などなど、 
各地で活躍中の女流講談師 
●出演 
毎日放送ﾗｼﾞｵ「特集1179」 
ﾃﾚﾋﾞ大阪「大阪情報箱（BOX）」 
ＮＨＫ「かんさい特集」ほか 
ＮＨＫ「ぐるっと関西 
      おひるまえ」ほか 

桂 壱之輔 
（かつら いちのすけ） 

●1996年12月 
桂 春之輔に入門 
●一門は異なるが同期 
入門の桂 阿か枝、 
林家 染左とともに、 
「三人寄れば何とかなる 
会」を定期的に開催中 
●持ちネタ 
 「平林」「寿限無」 
 「手水廻し」「宿替え」 
 「煮売り屋」「ぜんざい 
 公社」「鉄砲勇助」 
 「東の旅」「子ほめ」 
 

■参加費

チケット（有料） 無料人数

メインシート 3,000円 枚 枚 名 円
お飲物（ビール又はソフトドリンク）
２杯・おつまみ付き

団体シート（5名様以上） 2,500円 枚 枚 名 円
お飲物（ビール又はソフトドリンク）

２杯・おつまみ付き

お得シート 2,500円 枚 枚 円
お飲物（ビール又はソフトドリンク）

２杯・おつまみ付き

ゆったりシート 4,000円 枚 枚 円
お飲物（ビール又はソフトドリンク）
２杯・おつまみ付き

ベンチシート 3,000円 枚 枚 円
お飲物（ビール又はソフトドリンク）
２杯・おつまみ付き

祭コン 6,000円 枚 円
卓上ビュッフェ（立食形式）

／飲み放題付き

備考

※ご注意！　メインと団体シートのみ、小学生以下のこどもは、大人１名につき同伴２名まで無料です。（無料の方はお飲物２杯・おつまみ及び
　　　　　　　　座席の確保はございません。座席の確保が必要な場合はチケットの購入が必要です。）

こども（※）必要なシート

に○印

シート名（各シートの詳細は受付ホームページ

https://v3.apollon.nta.co.jp/tenjin/ をご参照下さい）

代金

（お一人様）

おとな

チケット

合計代金

（代金×枚数）

※下記「個人情報利用目的」に同意の上、申込みます。 


